
令和６年度 第１回 新井小学校 学校運営協議会 記録 

 

・日時 令和６年４月２５日（木）１３時３０分 

・場所 新井小学校 会議室（相談室） 

 

１．吉野校長挨拶 

⚫ 学校運営は地域の皆様に力を借りながら行っていくことが、子どもたちにとっても重要である。 

⚫ 地域の方々から様々なご意見をいただきながら、より良い学校をつくっていきたい。 等 

 

２．委員の任命 （学校地域連携推進課 境橋勝彦主幹より） 

学校運営協議会について 

⚫ 「地域とともにある学校」への転換を図るための有効な仕組み 

⚫ 社会総がかりでの教育の実現 

⚫ 委員の役割は、「目指す子どもの姿」を学校と共有し、議題に対して立場や所属団体の視点から

何かできることがないかアイデアを出すこと。 等 

 

３．自己紹介 

  各々より 

 

４．協議 

 学校経営方針について（吉野校長より） 

⚫ 学校経営方針は昨年度と同様。「できた」「よかった」と子どもたちが感じ、ウェルビーイングを高

められるようにしていきたい。 

⚫ 〈学校教育目標〉『みんなが成長し、みんなで支え合う学校～しっかりつかもう 真・善・美～』 

⚫ 子どもたちだけではなく、私たち教員も成長することが大切。「自分だけよければいい」ではなく、

「自分もよくて、周りの人もいい」にするためには、みんなで支え合うことが大切。新井小にとっ

て「真・善・美」の言葉は昔から大切にしてきたものなので、これは今年度の目標にも残した。 

⚫ 新井小のブランド 

① 国語科を中心に研究を進め、探究的な学びを推進する学校 

② ＩＣＴを効果的に活用している学校 

③ 健やかな身体作りに積極的に取り組んでいる学校 

④ 子どもたちに寄り添い、丁寧な対応をすることを大切にしている学校 

⑤ 年間目標に「進んで気持ちのよいあいさつをしましょう」を掲げ、子どもたち、教職員があい

さつのできる学校 

⚫ 〈目指す児童像〉これからの社会を自分の力で生き抜いていく力を持った子ども（自主・自律・共

生） 

⚫ 〈目指す学校像〉 



① 子どもたちが、安全で安心して学べる学校 

② 地域とともに歩み、地域を大切にする学校 

③ 子どもたち・保護者・教職員・地域の方々が誇れる学校 

 

以上の内容について、出席した全委員より承認を受ける。 

 

５．報告及び意見交換 

（１） 教職員の紹介（吉野校長より） 

令和６年度の新井小学校職員構成について。 

（２） 今年度教育課程について（吉野校長より） 

⚫ 「新井小の時間」について 

水曜日（スーパーウェンズデイ）、昨年度１年間実施した。休み時間がないため慌ただしいという

面もあるが、その分授業時数の確保ができている。いつもより早く帰れるためか、子どもたちの水曜

日欠席は少ない。職員にとっても午後に教材研究や研修に当てられる時間が確保できるため、メリッ

トは多い。放課後、子どもたちの自由な時間が多いため、地域で見守っていただけるとありがたい。 

月曜日の朝の時間は読書にあてている。 

火曜日の朝の時間は漢字学習に特化させ、読む学習や書く学習を反復して行う。 

⚫ 「日課表、教科担任制」について。 

５・６年生は教科担任制を導入している。１人の子どもをいろんな先生が見られる。同じ授業を４

学級で行うことから、教材研究を深められるというメリットもある。新井小は早々にこの教科担任制

を導入しており、特色の１つとなっている。 

（３） 運動会について 

⚫ 今年度は全校一斉開催。表現は全学年、１・３・５年は団体競技、２・４・６年は徒競走、応援合

戦はあるが、応援賞はなくした。紅白対抗リレーは例年通り行う。また、今年度は給食提供がある。 

⚫ 椅子の準備について。１・２年生は教室の自分の椅子を出し入れして給食を迎えるのは時間的に難

しいので、特別教室の椅子を使う予定。３～５年生は自分の椅子、６年生はパイプ椅子を使用す

る。 

⚫ 全校一斉開催となると、従来の児童用椅子ではどうしても応援席に必要なスペースが増え、その分

保護者の参観スペースが狭まる。持ち運びも大変で時間がかかり、急な天候不良への対応もしづら

い。これらの理由から、各家庭で小さな椅子を購入して使用することを考えている。今年度は十分

な数の椅子が確保できず見送った。 

⚫ 近年の気温の高さ、日差しの強さを考えると、子どもたちの応援席にテントを張るということも考

えていく必要がある。 

 

委員からの質問 

Q：担任の先生も体調を崩して休むことがあると思うが、教科担任にサブはいるのか？  

A：教科担任制は、学級担任だけでなく、社会科専科や音楽専科の教員も含めて行っているため、

各担任に空きコマができる。サブという立場の教員はいないが、空きコマを利用した担任間の連携



で補教に当たっている。また、少人数指導の教員や教務、教頭などもサポートに入ることでカバー

できる。 

 

委員からの要望（学校地域連携推進課へ） 

校庭をもう少し広くすることはできないか。 

体育館に冷房は入れられないのか。 

これらを積極的に進言してほしい。 

 

６．その他 

⚫ 委員関係書類について（学校地域連携推進課より） 

⚫ 地域学校協働活動推進員よりお知らせ（新居さんより） 

今年度は、児童の机椅子の高さ調整や、プール清掃など、学校内でのお手伝いもできればと考え

ている。LINE オープンチャットに登録の上、協力をいただきたい。ここで声をかけるので、可能

な時はお手伝いいただきたい。また、推進員は南行中ブロックでも活動している。 

 


